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１辺の長さが２の正方形ＡＢＣＤと、この正方形と同じ平面にある点Ｐに対して、

　Ｓ＝△ＡＢＰ＋△ＢＣＰ＋△ＣＤＰ＋△ＤＡＰ

とおく。ここで、△ＸＹＺは、３点Ｘ、Ｙ，Ｚを頂点とする三角形の面積を表す。
ただし、３点Ｘ、Ｙ、Ｚが同じ直線上にある場合は、△ＸＹＺ＝０とする。
このとき、次の問いに答えよ。

（１）
点Ｐが、正方形ＡＢＣＤの内側にあるとき、Ｓの値を求めよ。

（２）
４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを通る円の弧ＣＤのうち、短い方を弧ａとする。
点Ｐが、弧ａ上で２点Ｃ、Ｄから等距離の位置にあるとき、Ｓの値を求めよ。

（３）
正方形ＡＢＣＤの対角線ＡＣと平行で、辺ＡＤの中点を通る直線をℓとする。
点Ｐが、直線ℓ上の点で正方形ＡＢＣＤの外側にあり、かつＡＰ＝√10/２のとき、Ｓの値を求めよ。

（４）
４≦Ｓ≦８のとき、点Ｐが動きうる範囲の面積を求めよ。
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